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リーダー部 　サブリーダー研修会

日　時：平成29年9月23，24日

場　所：神戸市立自然の家

対　象：小学4年生～6年生

参　加：31名

内　容：カヌー、アーチェリー、キャンプファイヤー

全　体 　うはらまつり（東灘区民まつり）

　毎年、神戸まつり「うはらまつり」において出店。焼きそば、フランクフルト、お茶、ビール、ジュー

ス等の販売を子ども達と共に楽しくしています。

東灘区
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■表彰受賞者一覧■

《個人》

全国子ども会連合会会長表彰

　平成27年�2月� 竹中　正雄

指定都市子ども会連絡協議会会長表彰　　

　平成30年11月� 柴田　征三

兵庫県自治賞

　平成26年12月� 橋本　明周

　平成29年12月� 馬場喜美世

神戸市社会福祉協議会理事長感謝状

　平成28年�9月� 植月　康弘・山元　舞

　平成30年�9月� 地守真由実

神戸市市長表彰

　該当者なし

神戸市子ども会連合会会長表彰

　平成27年1月�� 地守真由実

　平成28年�1月　� 田中　政和

　平成31年�1月　� 森岡　　勝・井上幸太郎・長束　幸造

《団体》

神戸市市長表彰

　平成28年�9月� 御影ファイターズ　

　平成30年�9月� 深江南町2丁目

神戸市子ども会連合会会長表彰

　平成31年1月�ファイブフイッシュクラブ・呉田地区子ども会

東灘区
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灘　区

区のあらまし
面　積：32.66㎢
人　口：136,842 人
区の花：マリーゴールド

灘区は、北には緑豊かで自然あ
ふれる六甲山や摩耶山という神
戸市を代表する山々、南には灘
五郷のひとつ西郷の酒蔵が点在
するなど歴史ある町並みが残っ
ています。

灘区子ども会連合会

　神戸市子ども会連合会の結成55周年を心よりお祝い申し上

げます。

　以前は地域での住民交流が盛んにおこなわれていました。住

宅地や公園、商店街などで子どもたちの歓声がよく聞こえたも

のです。

　子ども会活動も地域の熱意ある指導者、役員各位に見守られな

がら班長さんを中心に自立した活動を行っていました。レクリエー

ション行事やボランティア活動も盛んでした。あれから50年、地

域社会の変遷や住民意識の変化などで子ども会は活動こそ継続し

ていますが、大きく形態が変わってきていると思います。

「子ども会活動に参加して得られるものは何か。」「指導者、リーダー

としてのメリットは何か。」これらの答えは参加した方にしか分から

ないし、数年経って振り返って気づくこともあります。積極的になっ

たり、地域でのつながりが強くなったり、マイナスではなく、生活

や人生に対してプラス的な変容になっているはずです。

　灘区では厳しい状況ではありますが、子ども会活動を通して明

るく素晴らしい青少年の健全育成に寄与していきたいと思ってお

ります。

◆灘区子ども会連合会のおいたち
　発足年月日：昭和39年10月

灘区子連活動のあらまし
【組　織】　会長（１名）　副会長（２名）　会計幹事（１名）

　　　　　�幹事（６名）　会計監査（２名）

【活動の概要】

１．�灘区子ども会相互の連絡・交流を図り、区内子ども会の維

持発展に努め、子どもたちの健全育成に資するための自主

的な活動

２．代表者、育成者会の開催

３．指導者、育成者研修会の開催

４．子ども会活動のＰＲ

５．小・中学校との連携と協力依頼

６．単位子ども会への支援

� 現在10単位子ども会、会員数540名で活動しています。これ

からも「なだっこキャンプ」や「まちかどビンゴ！」など灘区の

恵まれた環境・資源を活かした活動や「六甲ファミリーまつり」

「なだ桜まつり」など灘区の各行事にも参加して、また地域の

各団体に温かく見守られ、子どもたちの健やかな成長を願って

子ども会活動を進めていきます。

神戸市
Kobe City
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平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

単位子ども会数 10 10 11 10 9

会 員 数および
育成者・指導者数 696 586 597 540 467

区の小中学生数 10,915 10,849 10,938 11,059 11,054

◆ 過去５年間の灘区子ども会連合会基本データ

◆ 単位子ども会一覧

単位子ども会名 校区・地域 単位子ども会名 校区・地域

青 　 谷 上筒井小学校（ベル青谷） 六甲グランドヒルズ 美野丘小学校
（六甲グランドヒルズ）

岩 　 屋 西灘小学校 上 野 Ａ 福住小学校

春 　 日 灘　小学校 上 野 Ｂ 福住小学校

河 　 原 灘　小学校 マ ナ ー ズ 高羽小学校
（六甲マナーズコート）

灘 中 央 稗田小学校

灘　区
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行事名 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 場　　　所 参加者数

なだ桜まつり 中止 4/4 4/2 4/1 4/7 都賀川公園 400人

六甲ファミリーまつり 5/17 5/16 5/14 5/20 5/19 王子スタジアム前広場 80人

ボウリング大会 6/28 6/20 6/25 6/24 6/23 神戸六甲ボウル 120人

なだっこキャンプ 8/24 8/23 8/27 8/26 8/25 六甲山ＹＭＣＡ 100人

灘ふれあい秋まつり 10/11 10/10 10/8 10/14 10/13 都賀川公園 400人

親子クリーン作戦 10/19 10/18 10/16 中止 10/21 灘区以内の各地域 40人

家族うんどう会 10/19 10/18 10/16 中止 10/21 六甲小学校 80人

まちかどビンゴ！ 中止 11/28 3/4 3/10 中止 水道筋商店街 20人

指導者研修会・交流会 2/19 中止 中止 2/16 2/15 灘区役所会議室 20人

○なだ桜まつり
○灘ふれあい秋まつり
　灘区の中心を流れる都賀川公園で行われる地域の

団体でつくる春の「なだ桜まつり」、秋の「灘ふれあ

い秋まつり」に、灘区子連で参加しています。� ブー

スでは、子ども会指導者・育成者を中心に、毎年恒

例のビーンボウリングやビー玉運びなど、たくさん

の子どもたちがチャレンジして、楽しんでもらって

います

○なだっこキャンプ
　灘区には身近に六甲山の自然があります。灘区子

連では、子ども会の会員と区内に住む子どもたちの

交流と、会員の増強につなげるため、六甲山で自然

体験�“なだっこキャンプ”� を行っています。子ども

たちは、野外炊飯では火おこしの原始体験をはじめ、

薪をくべながら飯ごうとお釜でご飯を炊いて、恐る

恐る包丁をにぎり、にんじん、たまねぎ、じゃがい

も、肉などカレーの材料を切っていきます。大人た

ちの手ほどきを受けながら、さあカレーづくりに挑

戦！いろんなカレーができあがり、ようやく完成で

す。自然に囲まれてみんなで食べるカレーはとてもおいしくて、何回もおかわりする子どもが……。

お昼の後は、自然体験活動です。オリエンテーリングやクラフト体験（キーホルダー・ペンダント・

木工など）を通じて、自然への関心を持ってもらい、ものを大切にするやさしさを学びます。

灘　区
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○ボウリング大会
　単位子ども会の子どもたちが、ひとつになれるよう

に、ふれあい交流の

　機会として、毎年ボウリング大会を行っています。

ボウルをころがす格好は様々ですが、元気にはしゃぐ

子どもたちの笑顔を楽しみにしています。

　表彰式では、たくさんの賞品に子どもたちはわくわ

くドキドキ、会場も熱気でムンムン。楽しい熱い一日

を過ごします。

○まちかどビンゴ！
　私たちが住んでいるまち・地域をもっと知ってもらおうと、子どもたちが実際にまちを歩いて探検

し、新たな発見をする�“まちかどビンゴ！”�を行っています。グループに分かれて、ボードに書いて

いる指示（コマンド）にしたがい、地図を見ながら課題を探しに歩いてまちをウォッチング。

「大きなもの」「小さなもの」「きれいなもの」「おもし

ろいもの」など、子どもたちの感性でとらえて、ポラ

ロイドカメラで撮っていきます。

　撮ってきた写真を指示されたボードに貼っていけ

ば、「まちかどビンゴ！」の完成です。できあがった

ボードを持ち寄り、みんなで結果を発表します。グルー

プごとの見つけてきた場所やものを見ながら、別のグ

ループの新しい発見に感激したり、ひとりよりみんな

で助け合って取り組んでいけば、大きな成果となって

私たちに帰ってくることを学びます。

灘　区
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中央区

区のあらまし
面　積：28.97㎢
人　口：141,294 人
世帯数：69,058 世帯
区の花：ペチュニア

　1980 年に、葺合区とフラ
ワーロード以西の生田区が合併
してできた。
　三宮から元町、ハーバーラン
ドに東西に跨る市街地、北野異
人館のような神戸のルーツに遡
る歴史的建造物、大規模人工島
ポートアイランドからなる神戸
の中心地域。

中央区子ども会連合会

　神戸市子ども会連合会55周年おめでとうございます。

　ここまでその発展に尽くしてこられました関係者の皆様に心か

らお喜び申し上げます。

　神戸市子連は昭和39年からスタートされましたが、中央区子

連も生田区子連、葺合区子連としてそれぞれの組織から始まり、

昭和55年に合区により中央区が誕生したのに伴い、区の子ども

会も翌年の5月に統合が宣言され、神戸市中央区子ども会連合会

としてスタートしました。近年、少子化で会員数・単位子ども会

数が減少するなか、中央区子連としましても区子連や市子連行事

で、あるいはお互いの交流事業や草木染め体験やうどん打ち、グ

ランドゴルフ大会、ボウリング大会などで活性化をはかり、子ど

もたちの健全育成に尽力していきたいと考えています。

　地域と協力しながら、活動に努力していきます。

◆中央区子ども会連合会のおいたち
　発足年月日：昭和56年５月１日

　　　　　　（�前身である生田区子連と葺合区子連は昭和51

年４月１日発足）

　旧生田・葺合区が合区して中央区子ども会連合会が発足。発

足当初は50に近い単位数、約1500人に近い会員数であった。

主に、スポーツ事業に積極的に取り組んでいた。以後、少子化

が急速に進み、平成17年度には単位数は20を割るようになり、

31年度は８単位数と小規模ではあるが、活発な子ども会活動

に取り組んでいる。

区子連活動のあらまし
　会長以下３名の副会長及び役員で構成する13名の代表者会

議で運営方針を協議している。

　多くの会員が参加しやすい事業を企画し、全員参加型の子ど

も会事業を目指す。

神戸市
Kobe City

清　政　英　士
会　長
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◆各部の紹介
　行事担当部会を中心に魅力ある子ども会活動のために、「グラウンドゴルフ大会」では学年の垣根を越

えた交流を目指し、「ボウリング大会」では親子の触れ合いの場を提供するなど、目的を持った事業を展

開しています。

　都会の中心にある子ども会のため、自然を体験させたいとの思があり、夏休みの１日は大自然の中での

交流事業を計画している。

　また、文化活動では絵画展への取り組みも積極的に行っており、夏休み中に子どもたちが描いてくれ

た絵を区内２ヵ所で展示しています。

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

単位子ども会数 7 ８ 9 ９ 9

会 員数および
育成者・指導者数 513 523 597 492 460

区の小中学生数 8,098 7,963 7,130 7,221 7,226

◆ 過去５年間の中央区子ども会連合会基本データ

◆ 単位子ども会一覧

単位子ども会名 校区・地域 単位子ども会名 校区・地域

宮 本 宮本小学校 中 二

左記の団体は、区子連活動の
協力団体として、校区・地域
にしばられない活動団体であ
る

あ い か わ 相生町　東川崎町 ポーアイどんぐり

楠 東
楠通２丁目
たちばな２丁目
多聞通１～２丁目

北 野 町 ４ 丁 目

上筒井ひかり 上筒井小学校 北 三

山 ４
山本通４丁目
諏訪山公園周辺

し お か ぜ

花 隈 花隈町 中 四 少 年 部

おいで！放課後

橘通３～４丁目
多聞４～５丁目
楠通５～６丁目
中町２～４丁目
古湊１～２丁目

中山手放課後 中山手通３～４丁目

中央区
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●グラウンド・ゴルフ大会
　初めてスティックを持つ子どもたちに経験のある高学年のお兄さん、お姉さんが丁寧に指導しながら

ゲームを進め、自然と異年齢の交流ができる機会となっています。安全面にも配慮し、けがのないように

楽しく1日を過ごしています。

●さくらまつり・ハートフルフェスタ
　地域との交流を図り、積極的にブース参加しています。当日は、世代間交流活動として、老人クラ

ブの方たちと一緒に運営しています。

　「さくらまつり」では「あひるすくい」を、「ハートフルフェスタ」では「わりばし鉄砲」を出店し、

子どもたちや来場者に好評をいただいています。このような区を挙げての取り組みで、相互交流によ

る子ども会のより良い発展が図られることを望みます。

◆年間の主な活動
　多くの会員が参加する全員参加型の子ども会活動をめざし、夏には自然に触れ合い、自然の大切さを

学ぶことを目的とした、「バス交流事業」を実施し、多くの子どもたちが参加します。この事業では、自然

の中でのレクリェーションに加え、うどん打ち体験や自然や環境に関する学習などを目的としています。

　26年度は大自然の中での食育と仲間作りを目的とした「バーベキュー大会」を計画し、準備、食事、片

付けを通して仲間で協力することの大切さを学びました。

　従来の活動に加えて、地域との交流も積極的に行い、生田川周辺の「さくらまつり」、中央区社会福祉

協議会の実施する「ハートフルフェスタ」へは区老人クラブ連合会と協力してブース参加し、ジュニアリー

ダーに加わってもらうなど、子どもたちが福祉活動にも参加する機会を作っています。

　また、親子の触れ合い、異年齢との交流を目的とした「グラウンドゴルフ大会」や「ボウリング大会」は

人気の行事で、毎回多くの子どもたちが参加し、交流を深めています。

中央区
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●ボウリング大会
　毎回盛況に行われるボウリング大会は、親子、兄弟、友人の参加が多く、楽しい、和やかな雰囲気

の時間をすごしています。

　お父さん、お母さんの真剣な表情に子どもたちの大歓声が飛び交い、他の家族との交流も広がる機

会となっています。

●バス交流事業
　全員参加型の事業として、夏休みに薬草染体験やうどん打ちなど、子どもたちが遊びを通して楽しく

学習できる行事を行っています。

●中央区子ども会連合会絵画展
　毎年、夏休みに子どもたちが描いてくれた絵画を、生田文化会館と中央区役所１階ギャラリーの2ヵ

所に展示し、多くの方に見ていただいています。これらの作品は、神戸市子ども会連合会の絵画コン

クールにも出展しています。

中央区


